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概要
このホワイト・ペーパーの目的は、R プログラミング言
語を単独で用いるのではなく、IBM® SPSS® Statistics およ
び SPSS Modeler と併用した場合にもたらされるベネフィッ
トをご紹介することです。SPSS と併用した場合、R の	
ユーザーは、卓越したデータ管理、ポイント・アンド・ク
リック方式のインターフェース、プレゼンテーションに堪
える品質のアウトプット、そしてスケーラビリティーの向
上を手にすることができます。SPSS ソフトウェアのユー
ザーは、絶えず拡充されている多彩な統計分析/グラフ作
成ライブラリのコレクションにアクセスできます。これ
らのライブラリは、データからいっそう深い洞察を引き
出す上で有用です。 

SPSS と R を併せて利用することにより、両者が最大限に
能力を発揮します。SPSS ソフトウェアは、SPSS イン	
ターフェースから R の構文を実行することができます。	
SPSS ソフトウェアに搭載されている強力なデータ操作、
統計分析、予測のアルゴリズムを独自の R コードでさら
に拡充し、機能と柔軟性を強化することが可能になりま
す。カスタム分析を実行し、アウトプットを生成および
操作し、新たな洞察を分析計画に統合することが可能で
す。また、SPSS カスタム・ダイアログ・ビルダーを使用
すると、分析にプログラミングを用いることなく新たな
分析オプションのベネフィットを活用したいユーザー
と、R コードを共有し、再利用することができます。開
発者がコーディングに専念できる一方で、ユーザーは分
析に専念し、R を習得することなく R ベースの機能を利
用できます。
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R が抱える制約
R は無償で使用できることから、一般的な認識では、商
用の統計/モデリング・ソフトウェアの代替として使用す
ることで、組織で大幅な節減を達成できるとされていま
す。この認識は、若干の誤解の種となっています。R は
数多くのメリットをもたらしますが、分析からビジネス
価値を最大限に引き出す上で、すべての必要な要素を提
供できるわけではありません。R ユーザーにとって関心
事項となる制約には、以下のものがあります。

•	 展開: R を使用して予測のアウトプットを運用環境に統
合する作業は、困難なものになり得ます。

•	 インターフェース: R はモダンなグラフィカル・ユー	
ザー・インターフェース (GUI) を備えていないため、R 
プログラマーではないユーザーが使用することは困難
となっています。 

•	 ラーニング・カーブ: R は、誰にとっても習得しやすい
というものではありません。あらゆるユーザーがプロ
グラマーであるわけではありません。

•	 データ: R は、簡単にはデータベースにネイティブに接
続することができません。

•	 アウトプット: すぐに公開できるかたちでアウトプット
を生成することは困難です。

•	 パフォーマンス: R は、使用可能なすべてのメモリーを
瞬く間に使い果たすことがあります。

•	 コラボレーション: R は、特に R に関するチーム・メン
バーの知識レベルが一様ではない場合、分析担当者	
チームの中で作業を分担することが困難です。 

•	 企業セキュリティー: ダウンロードするパッケージのセ
キュリティーは保証されません。 

また、パッケージおよびアウトプットを取りまとめるに
は、適切な R パッケージおよびコードを使用しているこ
とをユーザーが確認しなければなりません。これらの制
約は、多くの場合、R 使用時のコスト増大につながり	
ます。

R とは
R は、統計コンピューティングと統計グラフィックスに
用いられるオープンソースのプログラミング言語および
ソフトウェア環境です (www.r-project.org)。R 言語は、	
R 言語を用いて統計ソフトウェアを開発する統計学者や
データ・マイニング技術者の間では、ごく一般的な存在
となっています。また、高度なデータ分析にも広く利用
されています。さらに、線形/非線形モデリング、標準的
な統計的検定、時系列分析、分類、クラスタリングな
ど、多種多様な統計手法とグラフ化機能を使用できま
す。R は、Free Software Foundation および GNU General 
Public License の条件の下で使用できます。 

R では、4,800 種超のパッケージを使用することができま
す。これらは、計量経済学、データ・マイニング、空間
分析、生命情報工学をはじめとする多くの要素に特化し
た、数多くのリポジトリーに収められています。R は、
各分野の著名な統計学者およびコンピューター科学者に
よって校閲されています。しかしながら、オープンソー
スであるために、リリースとパッケージについては体系
的なプロセスが存在しません。 

http://www.r-project.org
http://www.gnu.org/
http://www.r-project.org/COPYING
http://www.r-project.org/COPYING
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インターフェース
SPSS Modeler および SPSS Statistics は、データの準備、
統計分析、予測モデリング用のさまざまなアルゴリズム
をサポートするシンプルな GUI を備えています。R の	
コードは、すでに提供されているその他すべての関数お
よび機能とともに、同一のインターフェースで実行され
ます。また、ユーザーが GUI フロントエンドを R に追加
することも可能です。プログラマーではないユーザー
は、このフロントエンドを使用して変数名などのカスタ
ム値を指定できます (図 1 参照)。これらのユーザーは、基
盤となっているコードを理解することなく、高度な分析
を活用できます。 

R と SPSS ソフトウェアの統合がもたらす 
ベネフィット
これらの制約に対処するには、R を SPSS ソフトウェアか
ら使用することが効果的です。両者の強みを重ね合わせ
ると、専門家の数を減らし、短期間で大量に学習するこ
となく R のベネフィットを引き出したい組織のニーズに
対応できます。SPSS ソフトウェアは利便性に優れたプ	
ラットフォームであり、R のユーザーは、大規模なデー
タ・セットを処理し、高品質のグラフをはじめとするさ
まざまな形式のアウトプットを生成できます。その他の
ベネフィットとしては、SPSS ソフトウェアの使いやすさ
に加え、統合済みの R パッケージを R に精通していない
広範なユーザーに配布できることなどがあります。最も
重要な点は、R を SPSS ソフトウェアから使用した場合、	
R が抱える制約に対処できることです。

展開
SPSS ソフトウェアは、R が抱える展開上の制約に対してコ
スト効率的に対処できます。たとえば、IBM SPSS Modeler 
を利用することで、ユーザーは、売上、顧客サービス、
メンテナンスなどにビジネス・ルールと予測モデルがど
のように作用するのかを最適化できます。SPSS Modeler 
は、R を組み込んだモデルの使用をサポートしていま
す。SPSS Modeler は、IBM Cognos® TM1® との統合を通
じてビジネス・インテリジェンスへのアクセスも合理化
します。IBM は、予測インテリジェンスを使用するため
の多彩な手立てをユーザーの皆様にご提供できます。予
測の洞察は、履歴データおよびリアルタイム・データの
ビューと併せて、ユーザーが対話型のモバイル・ダッ	
シュボードに統合できます。追加のソフトウェアを作成
あるいは購入する必要はありません。 

図 1: R のコードを使用してカスタム・ダイアログ・ボックスを作成する
ことができるため、分析の実行中に、プログラマーではないユーザーが
コードを活用しやすくなっています。
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ラーニング・カーブ
R はプログラミング言語であるため、習得することが必
要なものではあります。しかし、R の習得は簡単なタス
クではありません。また、R の習得に時間を割いたとし
ても、R の能力のすべてを活用できるとは限りません。
ここで、R を SPSS ソフトウェアと統合した場合、R がも
たらすベネフィットをほぼすぐに引き出すことが可能に
なります。本当の意味でほかにない R ルーチンの習得に
専念し、SPSS ソフトウェアにすでに用意されているデー
タ、統計分析、モデリングを使用することができます。 

データ
R を使用する場合、分析に必要となるデータにアクセス
するには、膨大な時間と労力が必要です。大量のコード
を記述し、パッケージを実装し、Java さえも駆使する必
要があります。ここでデータ・アクセスの問題を解消す
るのが、SPSS Statistics および SPSS Modeler です。どち
らの製品も、SQL、Oracle、SAP、IBM PureData for 
Analytics®、DB2® をはじめとする商用およびその他の	
データベースと共に利用できます。SPSS Statistics および 
SPSS Modeler では、テキスト入力、スプレッドシート、	
SAS ファイルなどの形式を読み取ることが可能です。SPSS  
Modeler は、IBM Cognos Business Intelligence および 
Cognos TM11 からの直接読み取りに対応しています。事
前ビルド済みのコネクターを用いるウィザードでデータ
にアクセスすることにより、データを分析前に抽出、変
換、操作するという、多大な所要時間と負荷を伴う作業
から解放されます。SPSS Statistics および SPSS Modeler 
では、ポイント・アンド・クリック方式のインターフェー
スに集約された、強力なデータ操作技術を利用すること
ができます。ユーザーは、データを転置し、チェックし
て形式を変換することができます。SPSS Modeler では、
データを予測モデリング用に 1 クリックで最適化する自
動データ準備機能を実行することも可能です。

アウトプット
SPSS Statistics および SPSS Modeler には、プレゼンテー
ション対応のチャートとグラフを生成するための手段が
数多く用意されています。SPSS Statistics ソフトウェアで
は、R プログラマーが R の関数を SPSS ソフトウェアの構
文にラップすることができます。結果として、プレゼン
テーション品質のグラフ、ピボット・テーブル、その他
の形式のアウトプットを生成することが可能になります  
(図 2)。また、ユーザーは、PDF、Word、PowerPoint、	
Excel などの一般的な形式で結果を簡単に出力できます。
さらに、エンティティー分析、ソーシャル・メディア分
析、テキスト分析をはじめとする SPSS Modeler の高度な
機能を R に統合することも可能となっています。 

図 2: SPSS は、プレゼンテーション対応のチャートおよびグラフを生成
することにより、ビジネス関係者が時間を取られることの多い、分析の
アウトプットの準備と整形の時間を短縮します。

R の標準的な散布図の例 SPSS Statistics の標準的な散布図の例
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パフォーマンス
R のコマンドは、インメモリー・ワークスペースで運用
されます。R のコマンドはメモリーを考慮した設計に	
なっておらず、R セッションの進行中は、すべてのオブ
ジェクトが一時的なワーキング・メモリーに保存されま
す。結果として、相当に早い段階で使用可能メモリーが
使い果たされることがあります。R を SPSS Modeler と組
み合わせて使用した場合、R に渡されるデータをパー	
ティション分割または標本化することができます (図 3)。
また、SPSS Modeler Server はメモリーを徹底的に活用す
るテクノロジーであり、分析をディスクに移転して、メ
モリーを使用可能な状態に維持できます。データのマイ
ニングおよびモデリングの全体的なパフォーマンスに大
きな影響を及ぼすことなく、R のコマンドを使用して、R 
のオブジェクトを作成することが可能です。さらに、	
SPSS Modeler では、たとえば IBM PureData for Analytics 
や SAP Hana の環境用に R をインデータベースでスケー
リングできます。SPSS Analytic Server を使用する場合
は、R を Hadoop でスケーリングすることも可能です。

コラボレーション
R は 1 人で使用するものとして設計された言語です。そ
の一方で、ほとんどの分析処理は、モデルや統計分析に
関与する多数の人々による共同作業となっています。  
SPSS ソフトウェアを R と組み合わせて使用すると、単独
での作業という側面を R から取り除いて、IBM が提供す
る世界屈指のコラボレーション機能を活かせるようにな
ります。SPSS ソフトウェアでは、SPSS Statistics および 
SPSS Modeler で開発した分析資産を集約、セキュリ	
ティー保護、自動化するための網羅的なフレームワーク
が提供されます。したがって、開発されるモデルおよび
統計分析をセキュリティーで保護した上で共有し、企業
ガバナンスを適用できることが保証されます。 

企業セキュリティー
R には正式なリリース・プロセスが用意されていません。	
つまり、正式な品質保証 (QA) が組み込まれていません。	
QA を実施しない場合は、R を自らの責任で使用すること
になります。リリースまたはパッケージに実装されてい
ると言明されている機能が提供されていることについ
て、確証を得ることはできません。また、R のパッケー
ジは Web およびユーザー・コミュニティーからダウン	
ロードされるものであるため、パッケージのセキュリ	
ティーも問題になることがあり得ます。事実、開発元に
ついて何も知らなければ、マルウェア、トロイの木馬	
ウィルス、データ盗聴メカニズムなどがダウンロードを
通じて入り込む恐れがあります。一方、SPSS Modeler お
よび Statistics は、IBM のソフトウェア QA プロセスの一
環として厳格な検証が実施されています。SPSS ソフト	
ウェアは開発元が IBM であるため、自社環境のセキュリ
ティーを脅かすものになり得る、リスクを抱えた手順を
適用する必要はなくなります。

図 3: IBM SPSS Modeler は、レコードのスコアリングに使用される R モ
デルを用いて、SQL データベース内のデータにネイティブ・アクセスす
るために使用されます。紫色の部分は、分析ステップで SQL プッシュ 
バックを使用していることを示します。プッシュバックによって、メモ
リー負荷の高いタスクをデータベース自体で実行することにより、パ 
フォーマンスが向上します。

DRUG1n

Rmodellmm
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Sort1 Table 1
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結論
SPSS および R がそれぞれ誇る強みは、時間をかけて検証
されてきたものであり、分析コミュニティーで熱烈に支
持されています。さらに、これらの強みが互いに補完し
合うことで、分析コミュニティーの全体にわたってベネ
フィットをもたらす、いっそう強力な数々の関数および
機能が実現されています。R のユーザーは、より大規模
なデータ・セットの処理を可能にする卓抜したデータ管
理機能にアクセスできます。また、SPSS ソフトウェアを
使用する R ユーザーは、一連の充実したグラフ/ピボッ
ト・テーブル出力オプションを駆使して、ユーザー体験
の向上につなげることが可能です。つまり、SPSS ソフト
ウェアは、R のパッケージを広範なユーザーに配布する
上で理想的な開発手段として機能します。 

SPSS ソフトウェアのユーザーは、通常よりもはるかに多
くの統計機能にアクセスできます。R をはじめとする複
雑なプログラミング言語を習得するという煩わしさを味
わうことなく、複雑な分析を実行することが可能です。	
R と SPSS ソフトウェアの併用を通じて得られるベネフィッ	
トについて、この機会にぜひご検討ください。 

IBM アナリティクスについて
IBM アナリティクスのソフトウェアがもたらすデータ主
体の洞察は、組織をよりスマートに運営し、競合事業者
よりも優位に立つ上で有用なものとなります。このソフ
トウェアの包括的ポートフォリオには、ビジネス・イン
テリジェンス、予測アナリティクス、意思決定管理、パ
フォーマンス管理、リスク管理のソリューションが含ま
れています。IBM アナリティクスのソリューションをご
利用いただくことで、業績に大きく影響し得る顧客アナ
リティクスなどの領域において、傾向とパターンを識別
し、視覚化することが可能になります。これらのソリュー
ションでは、シナリオを比較し、潜在的な脅威および	
チャンスを予想し、リソースのプランニング、予算編
成、予測を改善し、予想される成果とリスクのバランス
を維持し、規制要件への対応を図ることができます。ア
ナリティクスが広範にわたって利用可能となることで、
ビジネス目標の達成に向けた短期および長期の意思決定
に整合性を持たせることができます。詳細について
は、ibm.com/analytics/jp/ja/ をご覧ください。

電話連絡を依頼する
電話での連絡をご希望の場合、またはご質問がある場合
は、ibm.com/contact/jp/ja/ をご参照ください。IBM 担当
者が対応いたします。

http://www.ibm.com/analytics/jp/ja/
http://www.ibm.com/contact/jp/ja/
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